
資料１ 

１ 平成 29 年度大阪府立病院機構の取組状況 

5 病院において、大阪府の医療施策の実施機関として、高度救命救急センター（急性期･総合医療

C）、難治性多剤耐性結核広域圏拠点病院（はびきの医療C）、精神保健福祉法に基づく措置入院など

の受入れ病院（精神医療 C）、都道府県がん診療連携拠点病院（国際がん C）、総合周産期母子医療

センター（母子医療 C）等の役割（政策医療）を着実に果たすとともに、医療需要の変化や新たな

医療課題に適切に対応するための診療機能の充実や取組みを推進しました（資料２参照）。 

  また、各病院で実施した取組内容について本部事務局と５病院間での情報交換・共有化を図

るなど、法人全体で患者・府民の満足度の向上に努めました。 

 

2 資金収支決算の状況 

(1) 収入の主な概要 

 収入面では、地域連携の強化などにより新入院患者を確保するとともに、病棟、診療科間の調

整を行うなど効率的な病床運用に努めました。 

また、手術件数の増加、平均在院日数の短縮による診療単価の向上により、医業収入は前年度

と比較して５３.５億円上回る７６５.８億円（前年度比７.５％増）となりました。 

(2) 支出の主な概要 

支出面では、支出抑制の取組を行いましたが、診療体制等の充実に伴う給与費の増や、高額な

治療薬の使用増に伴う材料費の増により、医業支出は前年度と比較して３３.６億円増加し、７

７７.８億円（前年度比４.５％増）となりました。 

(3) 資金収支差 

大阪府市共同 住吉母子医療センターを建設するため約３０億円を投資したことや、運営費負

担金が縮減される一方で、医業支出の増を上回る医業収入の増を確保したこと等により、平成２

９年度の資金収支差は、前年度と比較して１７.８億円増加し２２.１億円の黒字となりました。 

【資金収支】                                               （単位：億円） 

     区     分 Ｈ29決算   Ｈ28決算   増  減 

収入 914.4 1119.4 ▲205.0 

 営業収入 827.0 774.0 53.0 

 うち医業収入 765.8 712.2 53.5 

うち運営費負担金※ 59.1 59.5 ▲0.5 

営業外収入 8.6 7.3 1.3 

資本収入 76.8 338.1 ▲261.3 

支出 892.3 1115.1 ▲222.9 

   営業支出 786.3 753.2 33.1 

  うち医業支出 777.8 744.2 33.6 

うち給与費 379.6 363.0 16.5 

うち材料費 244.5 231.0 13.5 

うち経費 145.8 144.2 1.6 

営業外支出 5.7 3.2 2.4 

資本支出  100.3 358.5 ▲258.2 

資金収支差 22.1 4.2 17.8 

※ 営業収入の運営費負担金は高度医療等に要する経費に対する負担金であり、移行前地方債等の利息償還 

に対する負担金は営業外収入に、元金償還に対する負担金は資本収入に含む。 

※ 端数はそれぞれ四捨五入を行っているため、「増減」や各科目の合計が一致しない場合がある。 

 

                                      


